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1. 概要 
USB出力ロードセルは力の物理量で校正されたロードセルで、USBケーブルでコンピュータと接続して簡単に測定を行う

ことができます。本説明書では本製品とコンピュータとの接続・通信に関する内容を記載します。 
 
 

2. 測定ソフトウェア 
測定用ソフトウェア｢WinCT-DLC｣を使用することで、測定データを簡単にコンピュータで確認することができます。 
｢WinCT-DLC｣は弊社ホームページよりダウンロードできます。 
 
 

3. 仕様 
A/D変換速度 100回/s 

デジタルフィルタ 
None、0.7、1.0、1.4、2.0、2.8、4.0、5.6、8.0、11.0 Hzより選択 
(初期値1.0 Hz) 

通信規格 USB Ver. 2.0準拠 Full Speed 

通信設定 

ボーレート 38400 bps 
キャラクタビット長 8ビット 
パリティ 偶数 
ストップビット長 1ビット 
終端文字 CR LF 
コード ASCII 
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4. コンピュータ接続 
弊社ホームページ｢USB接続手順書｣にも本製品をコンピュータに接続する手順が記載されていますので、併せて 
ご確認ください。 
 
 

4.1. 操作手順 
1) USBケーブルをコンピュータに接続します。 
2) コンピュータのコントロールパネルからデバイスマネージャーを選択してください。 
3) ポート(COMとLPT)を選択してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4) 表示されているCOM Portの番号を確認してください。USB Serial Port(COM x) のxの数値がCOM Portの番号です。

COM Portの番号を確認せずに複数同時接続すると、COM Portの判別が困難となりますので、接続時にあらかじめ1
台ずつCOM Portの番号を確認してください。 
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4.2. ドライバのインストールに失敗した場合 
本体とコンピュータを接続すると数分でドライバのインストールは自動的に完了し、COM Portの番号が表示されますが、

しばらく経っても表示が変更されない場合、ドライバのインストールに失敗した可能性があります。ドライバのインスト

ールに失敗した場合はFTDI社のホームページをご覧いただき、ドライバのインストール作業を行ってください。 
 

4.3. 通信待ち時間の変更 
本品は100回/s（10ms間隔）でのサンプリングが可能ですが、このときコンピュータの設定で通信待ち時間が10ms以
上になっていると通信遅延となる可能性があります。そのため、以下の手順で通信待ち時間の設定をしてください。ただ

し、コンピュータの環境によって設定変更後にシステムが不安定になる場合があります。その場合は、設定を変更前に戻

して使用してください。 
 
1) ｢4.1. 操作手順｣と同様の操作でデバイスマネージャーからUSB Serial Port (COM x)のプロパティを開いてください。 
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2) ポートの設定タブを選択し、詳細設定を選択してください。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3) BMオプションの待ち時間(msec) を10以下に設定してください（推奨値3）。 
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5. コマンド一覧 
5.1. 読み出しコマンド 

項目 ホスト側送信コマンド ロードセル側応答コマンド 

浮動小数点型 
計測値読出し 

RFMV<CR><LF> 

RFMVXXXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXXXXは浮動小数点型計測値(HEX)) 
<応答例> 
計測値が100Nの場合 
RFMV42C80000<CR><LF> 
(42C80000＝100 (10進数)) 

浮動小数点型 
計測値連続読出し 

RCFM<CR><LF> 

RCFMXXXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXXXXは浮動小数点型計測値(HEX)) 
・連続読出し停止、または電源OFFになるまで 
出力を続ける 

・出力中は連続読出し停止以外のコマンドは受け 
付けない 

・出力レートは出力書換え回数で決定 
<応答例> 
計測値が100Nの場合 
RCFM42C80000<CR><LF> 
(42C80000 = 100 (10進数)) 

浮動小数点型 
区間ピーク読出し 

RFPK<CR><LF> 

RFPKXXXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXXXXは浮動小数点型区間ピーク値(HEX))※1 
<応答例> 
区間ピーク値が100Nの場合 
RFPK42C80000<CR><LF> 
(42C80000 = 100 (10進数)) 

浮動小数点型 
区間ボトム読出し 

RFBT<CR><LF> 

RFBTXXXXXXXX <CR><LF> 
(XXXXXXXXは浮動小数点型区間ボトム値(HEX))※2 
<応答例> 
区間ボトム値が100Nの場合 
RFBT42C80000<CR><LF> 
(42C80000 = 100 (10進数))) 

固定小数点型 
計測値読出し 

RLMV<CR><LF> 

US,XXXXXXXXX□□N<CR><LF> 
(XXXXXXXXXは固定小数点型計測値(DEC)、 
□はスペース(0x20)) 
<応答例>※3 
計測値が100Nの場合 
US,+0100.000□□N<CR><LF> 
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(続き) 
項目 ホスト側送信コマンド ロードセル側応答コマンド 

固定小数点型 
計測値連続読出し 

RCLM<CR><LF> 

US,XXXXXXXXX□□N<CR><LF> 
(XXXXXXXXXは固定小数点型計測値(DEC)、 
□はスペース(0x20)) 
・連続読出し停止、または電源OFFになるまで 
出力を続ける 

・出力中は連続読出し停止以外のコマンドは受け 
付けない 

・出力レートは出力書換え回数で決定 
<応答例>※3 
計測値が100Nの場合 
US,+0100.000□□N<CR><LF> 

固定小数点型 
区間ピーク読出し 

RLPK<CR><LF> 

US,XXXXXXXXX□□N<CR><LF> 
(XXXXXXXXXは固定小数点型区間ピーク値(DEC)、□はスペー

ス(0x20))※1 
<応答例>※3 
区間ピーク値が100Nの場合 
US,+0100.000□□N<CR><LF> 

固定小数点型 
区間ボトム読出し 

RLBT<CR><LF> 

US,XXXXXXXXX□□N<CR><LF> 
(XXXXXXXXXは固定小数点型区間ボトム値(DEC)、□はスペー

ス(0x20))※2 
<応答例>※3 
区間ボトム値が100Nの場合 
US,+0100.000□□N<CR><LF> 

デジタルフィルタ 
設定読出し 

RDGF<CR><LF> 

RDGFXX<CR><LF> 
(XXはデジタルフィルタの設定値) 
・設定値とカットオフ周波数の関係 

設定値：カットオフ周波数 
00：なし 
01：11.0 Hz 
02：8.0 Hz 
03：5.6 Hz 
04：4.0 Hz 
05：2.8 Hz 
06：2.0 Hz 
07：1.4 Hz 
08：1.0 Hz (初期値) 
09：0.7 Hz 

<応答例> 
設定値が1.0Hzの場合 
RDGF08<CR><LF> 
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(続き) 
項目 ホスト側送信コマンド ロードセル側応答コマンド 

出力書換え回数 
設定読出し 

RSMR<CR><LF> 

RSMRXX<CR><LF> 
(XXは出力書換え回数の設定値) 
・設定値と出力書換え回数の関係 

設定値：出力書換え回数 
01：1回/s 
02：10回/s (初期値) 
03：50回/s 
04：100回/s 

<応答例> 
設定値が10回/sの場合 
RSMR02<CR><LF> 

機種名読出し RMOD<CR><LF> 

RMODXXXXXXXXXXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXXXXXXXXXXXは機種名) 
<応答例> 
機種名がLCCU21N100の場合 
RMODLCCU21N100□□□□□<CR><LF> 
□はスペース(0x20) 

定格容量読出し RRAC<CR><LF> 

RRACXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXXは定格容量値) 
<応答例> 
定格容量が100Nの場合 
RRAC000100<CR><LF> 

シリアル番号 
読出し 

RSER<CR><LF> 

RSERXXXXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXXXXXはシリアル番号) 
<応答例> 
シリアル番号が6A7300000の場合 
RSER6A7300000<CR><LF> 

ソフトバージョン 
読出し 

RVER<CR><LF> 

RVERXXX<CR><LF> 
(XXXはソフトバージョン) 
<応答例> 
ソフトバージョンが100の場合 
RVER100<CR><LF> 
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力

時間

力変化

（点線：A/Dコンバータサンプリング(100 S/s)）

区間ピーク読出し

→ 区間ピーク値 ●

（区間①の最大値）

区間ピーク読出し

→ 区間ピーク値 ▲

（区間②の最大値）

区間ピーク読出し

→ 区間ピーク値 ■

（区間③の最大値）

区間① 区間② 区間③

（点線：A/Dコンバータサンプリング(100 S/s)）

区間ピーク読出し

→ 区間ピーク値 ●

（区間①の最大値）

区間ピーク読出し

→ 区間ピーク値 ▲

（区間②の最大値）

区間ピーク読出し

→ 区間ピーク値 ■

（区間③の最大値）

区間① 区間② 区間③

※1 区間ピーク値とは 
区間ピーク読出しコマンド受信後から次の区間ピーク読出しコマンド受信時まで（電源入力後１回目は電源入力時

から区間ピーク読出しコマンド受信時まで）の区間におけるA/Dコンバータサンプリングの最大値。 
例）区間ピークの読み出し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※2 区間ボトム値とは 
区間ボトム読出しコマンド受信後から次の区間ボトム読出しコマンド受信時まで（電源入力後１回目は電源入力時

から区間ボトム読出しコマンド受信時まで）の区間におけるA/Dコンバータサンプリングの最小値。 
例）区間ボトムの読み出し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

力

時間

力変化

（点線：A/Dコンバータサンプリング(100 S/s)）

区間ボトム読出し

→ 区間ボトム値 ●

（区間①の最小値）

区間ボトム読出し

→ 区間ボトム値 ▲

（区間②の最小値）

区間ボトム読出し

→ 区間ボトム値 ■

（区間③の最小値）

区間① 区間② 区間③
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※3 固定小数点型での読出し時の応答について 
小数点以下桁数は定格出力によって異なります。 

定格出力 小数点以下

桁数 
応答例 ( □ = スペース) 

1以上 10未満 5 US,+01.00000□kN<CR><LF> 
US,+09.80665□□N<CR><LF> 

10以上 100未満 4 US,+001.0000□kN<CR><LF> 
US,+098.0665□□N<CR><LF> 

100以上 1000未満 3 US,+0001.000□kN<CR><LF> 
US,+0980.665□□N<CR><LF> 

1000以上 10000未満 2 US,+00001.00□kN<CR><LF> 
US,+09806.65□□N<CR><LF> 

10000以上 100000未満 1 US,+000001.0□kN<CR><LF> 
US,+098066.5□□N<CR><LF> 
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5.2. 設定コマンド 
項目 ホスト側送信コマンド ロードセル側応答コマンド 

デジタルフィルタ設定 

SDGFXX<CR><LF> 
(XXは設定値を書込む) 
・設定値とカットオフ周波数の関係 

設定値：カットオフ周波数 
00：なし 
01：11.0 Hz 
02：8.0 Hz 
03：5.6 Hz 
04：4.0 Hz 
05：2.8 Hz 
06：2.0 Hz 
07：1.4 Hz 
08：1.0 Hz (初期値) 
09：0.7 Hz 

<送信例> 
設定値を1.0 Hzにする場合 
SDGF08<CR><LF> 

SDGFXX<CR><LF> 
(XXは設定値) 

出力書換え回数設定 

SSMRXX<CR><LF> 
(XXに設定値を書込む) 
・設定値と出力書換え回数の関係 

設定値：出力書換え回数 
01：1回/s 
02：10回/s (初期値) 
03：50回/s 
04：100回/s 

<送信例> 
設定値を10回/sにする場合 
SSMR02<CR><LF> 

SSMRXX<CR><LF> 
(XXは設定値) 

連続読出し停止 
(浮動小数点型計測値連続読出し、

固定小数点型計測値連続読出しの

出力を停止する) 

STOP<CR><LF> STOP<CR><LF> 

 
 

5.3. コマンドエラー時の応答 
項目 ロードセル側応答コマンド 

フォーマットエラー ? <CR><LF> 
設定値エラー V<CR><LF> 

 
 

6. LED 表示 
橙………TX(送信)、  黄………RX(受信)、  青………Power(電源) 
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7. お問い合わせ窓口 
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1. Overview 
A USB load cell is a load cell calibrated with the physical quantity of force. By connecting it to a computer by USB cable, you 
can easily perform measurement. This manual explains the connection of this product to a computer and communication 
between them. 
 
 

2. Software for the Measurement 
By using the “WinCT-DLC” software for measurement, measurement data can easily be confirmed on a computer.  
“WinCT-DLC” can be downloaded from the A&D homepage. 
 
 

3. Specifications 
A/D conversion rate 100 times/s 

Digital filter 
Select from None, 0.7, 1.0, 1.4, 2.0, 2.8, 4.0, 5.6, 8.0, 11.0 Hz 
(Default value: 1.0 Hz) 

Communications standard Conformed with USB Ver. 2.0 (Full Speed) 

Communication  
settings 

Baud rate 38400 bps 
Character bit length 8 bits 
Parity Even 
Stop bit length 1 bit 
Terminator CR LF 
Code ASCII 
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4. Connecting to the Computer 
The procedure to connect this product to a computer is also described in the ”USB Connection Instructions” on the A&D 
homepage. Please refer to it along with this manual. 

 
 

4.1. Operation Procedure 
1) Connect a USB cable to a computer. 
2) Select the Device Manager on the computer. 
3) Click the “Ports (COM & LPT)”. 
4) Confirm the COM Port number displayed. The numerical value indicated by x in “USB Serial Port (COM x)” indicates the 

COM Port number. If multiple load cells are simultaneously connected to the computer without confirming the COM Port 
number, COM Port identification becomes difficult. Confirm the COM Port number one by one beforehand when connecting. 
 

 

4.2. If the Driver Cannot Be Installed Successfully 
By connecting the load cell to the computer, the driver installation is automatically installed over a period of a few minutes, 
and then the COM port number is displayed. If the COM port number is not refreshed even after some time has passed, that 
may indicate a failure in installing the driver. If such an error occurs, refer to the website of Future Technology Devices 
International. Ltd. to install the driver. 
 
 

4.3. Changing the Communication Latency Timer 
This product is capable of sampling at a rate of 100 times/s (10ms period). When the communication latency timer is set 
above 10ms, a communication delay may occur. To avoid this, set the communication latency timer as follows. The system 
may be unstable depending on the PC environment. In that case, change the setting to the previous one. 
 
1) As is done in "0.  
2)  
3) Operation Procedure", select the “USB Serial Port (COM x)” in the "Device Manager" and open the “Properties”. 
 
4) Select the “Port Settings” tab and then select the “Advanced”. 
 
5) Set the Latency Timer (msec) in the "BM Options" under 10 (recommended value is 3 ). 
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5. Commands List 
 
 

5.1. Reading Commands 
Items Host side transmission command Load cell side response command  

Floating point type 
measurement 
value reading 

RFMV<CR><LF> 

RFMVXXXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXXXX is the floating point type measurement value 
(HEX)) 
Response example: 
When measurement value is 100N 
RFMV42C80000<CR><LF> 
(42C80000 = 100 (Decimal digit)) 

Floating point type 
measurement 
value sequential 
reading 

RCFM<CR><LF> 

RCFMXXXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXXXX is the floating point type measurement value 
(HEX)) 
- Keep outputting until the sequential reading stops or the  

power is turned off. 
- Only the stop sequential reading command can be  
received while outputting. 

- Output rate is confirmed by the number of output updates. 
Response example: 
When measurement value is 100N 
RCFM42C80000<CR><LF> 
(42C80000 = 100 (Decimal digit)) 

Floating point type 
section peak 
reading  

RFPK<CR><LF> 

RFPKXXXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXXXX is the floating point type section peak value 
(HEX)) *1 
Response example: 
When section peak value is 100N 
RFPK42C80000<CR><LF> 
(42C80000 = 100 (Decimal digit)) 

Floating point type 
section bottom 
reading 

RFBT<CR><LF> 

RFBTXXXXXXXX <CR><LF> 
(XXXXXXXX is the floating point type section bottom value 
(HEX)) *2 
Response example: 
When section bottom value is 100N 
RFBT42C80000<CR><LF> 
(42C80000 = 100(Decimal digit)) 

Fixed point type 
measurement 
value reading 

RLMV<CR><LF> 

US,XXXXXXXXX□□N<CR><LF> 
(XXXXXXXXX is the fixed point type measurement value 
(DEC), and □ is a space (0x20)) 
Response example: *3 
When measurement value is 100N 
US,+0100.000□□N<CR><LF> 
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Items Host side transmission command Load cell side response command  

Fixed point type 
measurement 
value sequential 
reading 

RCLM<CR><LF> 

US,XXXXXXXXX□□N<CR><LF> 
(XXXXXXXXX is the fixed point type measurement value 
(DEC), and □ is a space (0x20)) 

- Keep outputting until the sequential reading stops or  
the power is turned off. 

- Only the stop sequential reading command can be  
received while outputting. 

- Output rate is confirmed by the number of output  
updates. 

Response example: *3 
When measurement value is 100N 
US,+0100.000□□N<CR><LF> 

Fixed point type 
section peak 
reading 

RLPK<CR><LF> 

US,XXXXXXXXX□□N<CR><LF> 
(XXXXXXXXX is the fixed point type section peak value (DEC), 
and □ is a space (0x20)) *1 
Response example: *3 
When section peak value is 100N 
US,+0100.000□□N<CR><LF> 

Fixed point type 
section bottom 
reading 

RLBT<CR><LF> 

US,XXXXXXXXX□□N<CR><LF> 
(XXXXXXXXX is the fixed point type section bottom value 
(DEC), and □ is a space (0x20)) *2 
Response example: *3 
When section bottom value is 100N 
US,+0100.000□□N<CR><LF> 

Digital filter 
setting reading RDGF<CR><LF> 

RDGFXX<CR><LF> 
(XX is the setting value of the digital filter) 
- Relationship between setting value and cutoff  
frequency 

Setting value: cutoff frequency 
00: None 
01: 11.0 Hz 
02: 8.0 Hz 
03: 5.6 Hz 
04: 4.0 Hz 
05: 2.8 Hz 
06: 2.0 Hz 
07: 1.4 Hz 
08: 1.0 Hz (Default value) 
09: 0.7 Hz 

Response example: 
When setting value is 1.0 Hz 
RDGF08<CR><LF> 

Number of 
output updates 
setting reading 

RSMR<CR><LF> 

RSMRXX<CR><LF> 
(XX is the setting value of the number of output updates) 
- Relationship between setting value and number of  
output updates 

Setting value: Number of output updates 
01: 1 time/s 
02: 10 times/s (Default value) 
03: 50 times/s 
04: 100 times/s 

Response example: 
When setting value is 10 times/s 
RSMR02<CR><LF> 
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Items Host side transmission command Load cell side response command  

Model name 
reading 

RMOD<CR><LF> 

RMODXXXXXXXXXXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXXXXXXXXXXX is the model name) 
Response example: 
Model name is LCCU21N100 
RMODLCCU21N100□□□□□<CR><LF> 
□ is a space (0x20) 

Rated capacity 
reading 

RRAC<CR><LF> 

RRACXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXX is the rated capacity) 
Response example: 
Rated capacity is 100N 
RRAC000100<CR><LF> 

Serial number 
reading 

RSER<CR><LF> 

RSERXXXXXXXXX<CR><LF> 
(XXXXXXXXX is the serial number) 
Response example: 
Serial number is 6A7300000  
RSER6A7300000<CR><LF> 

Software version 
reading 

RVER<CR><LF> 

RVERXXX<CR><LF> 
(XXX is the software version) 
Response example: 
Software version is 100  
RVER100<CR><LF> 

 
*1 About the section peak value 

This is the maximum value of A/D converter sampling at a section between receiving the prior and next section peak 
reading commands. (The first time when turning the power on, a section from turning on the power to receiving the 
section peak reading command) 

Example) Section peak reading 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Force

Time (Dotted lines: A/D converter sampling)

Force
change

Section peak reading
→ Section peak value ●
(maximum value of section 1)

Section 1 Section 3Section 2

Section peak reading
→ Section peak value ▲
(maximum value of section 2)

Section peak reading
→ Section peak value ■
(maximum value of section 3)
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*2 About the section bottom value 
This is the minimum value of A/D converter sampling at a section between receiving the prior and next section bottom 
reading commands. (The first time when turning the power on, a section from turning on the power to receiving the 
section bottom reading command) 

Example) Section bottom reading 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*3 Response of the fixed point type reading 
The number of digits after the decimal point is different depending on the rated capacity. 

Rated capacity The number of digits 
after the decimal point 

Response example ( □ = space) 

1 or greater Less than 10 5 US,+01.00000□kN<CR><LF> 
US,+09.80665□□N<CR><LF> 

10 or greater Less than 100 4 US,+001.0000□kN<CR><LF> 
US,+098.0665□□N<CR><LF> 

100 or greater Less than 1000 3 US,+0001.000□kN<CR><LF> 
US,+0980.665□□N<CR><LF> 

1000 or greater Less than 10000 2 US,+00001.00□kN<CR><LF> 
US,+09806.65□□N<CR><LF> 

10000 or greater Less than 100000 1 US,+000001.0□kN<CR><LF> 
US,+098066.5□□N<CR><LF> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Force

Time (Dotted lines: A/D converter sampling)

Force
change

Section bottom reading
→ Section bottom value ●
(minimum value of section 1)

Section 1 Section 3Section 2

Section bottom reading
→ Section bottom value ▲
(minimum value of section 2)

Section bottom reading
→ Section bottom value ■
(minimum value of section 3)
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5.2. Setting Commands 
Items Host side transmission command Load cell side response command 

Digital filter setting 

SDGFXX<CR><LF> 
(Write a setting value in XX) 
- Relationship between setting value and  
cutoff frequency 

Setting value: cutoff frequency 
00: None 
01: 11.0 Hz 
02: 8.0 Hz 
03: 5.6 Hz 
04: 4.0 Hz 
05: 2.8 Hz 
06: 2.0 Hz 
07: 1.4 Hz 
08: 1.0 Hz (Default value) 
09: 0.7 Hz 

Transmission example: 
When setting value is 1.0 Hz 
SDGF08<CR><LF> 

SDGFXX<CR><LF> 
(XX is the setting value) 
 

Number of output updates setting 

SSMRXX<CR><LF> 
(Write a setting value in XX) 
- Relationship between setting value 
and number of output updates 

Setting value: number of output 
updates 
01: 1 time/s 
02: 10 times/s (Default value) 
03: 50 times/s 
04: 100 times/s 

Transmission example: 
When setting value is 10 times/s 
SSMR02<CR><LF> 

SSMRXX<CR><LF> 
(XX is the setting value) 

Stop sequential reading (For stopping the 
output of floating point type measurement 
value sequential reading or fixed point type 
measurement value sequential reading) 

STOP<CR><LF> STOP<CR><LF> 

 
 

5.3. Response When Command Error Occurs 
Items Load cell side response command 

Format error ? <CR><LF> 
Setting value error V <CR><LF> 

  
 

6. LED Display 
Orange………TX (sending),  Yellow………RX (receiving),  Blue………Power (power supply) 
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